
　皆様この度は本当におめでとうございます。
　実はわたくし、筋・筋膜性疼痛という痛みに襲われてしま
いまして、右半身の背中、肩、首がずっと痛いのです。お席
に来てくださった皆様とも座ったままの名刺交換で、本当に
失礼いたしました。

　名古屋場所が終わったところですが、今場所、わたくしが
一番嬉しかったのは、白熊の十両優勝なのです。今日、笹川
先生が仰っていたことと本当に同じことを、わたくしも考え
ておりました。
　二所ノ関親方、72代横綱稀勢の里ですが、大スターの弟子、大の里の負けが込んで
も全然動じなかったそうです。逆に、恐らく白熊の優勝にも動じないのではないかと
思うのですね。
　これは相撲関係者に聞いたことなのですが、二所ノ関親方はとにかく後継者を育て
るために徹底して基礎を叩き込む主義だそうです。相撲の基礎というのは地味なので
すよね。テッポウとすり足、四股。これが中心では飽きます。
　実際、多くの関係者から、大の里にもっと実践的なことも教えたらどうかと、随分
言われたと聞きます。でも二所ノ関親方は力のある後継者をつくらなくてはいけない
と。それで弟子たちには基礎から叩き込んでいて、今も叩き込み中だそうです。
　ですから、ここにお集まりいただく皆様のお仕事を毎回拝見していて、後継者をど
う作っていくのかといつも感じます。幸いなことに、志望者が増えているということ
ですので、大変嬉しく思いますが、ぜひとも力のある後継者をつくっていただきたい
と願っております。
　わたくしは白熊の優勝を見ながら思いました。二所ノ関親方はたぶん大の里ひとり
のスターの後継者ではなく、盤石の後継者軍団を考え、おそらくすべての力士を基礎
から鍛えているのだと思います。
　皆様のお仕事にもきっと地味な基礎というものがあるだろうと思います。そこの力
をつけることで、白熊のように花開けば、これは強力だと思います。
　皆様への感謝と共に、ぜひ良い後継者たちを育てていただけますように、そして、
わたくしの筋・筋膜性疼痛が早く治りますように乾杯をしたいと思います（会場笑い）。
　では皆様乾杯！
　ありがとうございました。
　� 表彰選考委員長
� 内館　牧子

乾杯のご発声
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祝賀会
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対象となる功績内容

▶�精神的、肉体的な著しい労苦、危険、劣悪な状況に耐え、他に尽くされ
た功績

▶�困難な状況の中で黙々と努力し、社会と人間の安寧・幸福のために尽く
された功績

▶�先駆性、独自性、模範性などを備えた活動により、社会に尽くされた功
績

▶�海の安全や環境保全、山や川などの自然環境や絶滅危惧種などの希少動
物の保護に尽くされた功績

▶�家庭で実子に限らず多くの子どもを養育されている功績

　その他の功績
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砂漠緑化団体「オルドスの風」（有限会社バンベン）
佐賀県／福岡県

　日本語教師を志していた坂本毅さんは、青年海外協力隊として1991か
ら 3年間、中国内モンゴル・オルドスで過ごす。そこには想像していた
大草原はなく、過放牧などにより砂漠化の最前線と化し、どこまでも続
く砂漠は黄砂の発生源にもなっていた。帰国後、企業で働きながらも、
オルドスに緑を取り戻したいという 9年越しの夢が忘れられず、一人で
砂漠緑化を実現しようと「有限会社バンベン」を2004年に設立。内モン
ゴルの塩を日本で販売し売上の一部を砂漠緑化事業に投入している。も
ともと大草原だった場所は、植物の生態系が崩壊し砂漠になってしまっ
たものの、わずかだが降水し地下水もあり、条件を整えて植林すれば緑
を取り戻す可能性が高い。植林は、地元の人々とかつての教え子たちの
協力を得ながら土地の状態を見極め、何十年もかけて地道に続けている。
「塩の売上で植林し、生態系を回復させ、そこで付加価値の高い有機農
業を根付かせ、地元の経済圏が潤うモデルを確立させる」坂本さんは住
民の収入アップと緑化の両方の実現のために挑戦を続け、オルドスモデ
ルとして他の砂漠化地域へも導入し、環境問題、貧困問題の解決を目指
している。

代 表
坂本　毅

　
　1991年から 3年間、私が青年海外協力隊として日本語を教えた地、中国・内モンゴ
ル・オルドス。内モンゴルというと大草原というイメージがありますが、ここオルド
スは過放牧などによって砂漠化が進んでいました。オルドスは砂漠化の最前線でもあ
り黄砂の発生源でもあります。「第二の故郷オルドスを元の緑に戻したい！」「…そう
だ美味しい内モンゴルの塩を売って、売上の一部をオルドスの砂漠緑化につぎ込も
う！」そう思いついて2004年に「塩を売って緑を買う会社」バンベンを立ち上げました。
　今年で創業20年。この節目の年に社会貢献者表彰という名誉ある賞を受賞できたこ
とはとても名誉なことだし、今後10年20年と続けていくための糧となります。本当に
ありがとうございました！
　当会は以下の 5項目を活動の指針としています。
1 ：寄付や助成金に頼りすぎない事業。
　砂漠緑化事業は何十年と継続しなければ成就しません。当会は活動費のほとんどは
モンゴル塩の売上から得られています。活動資金を自主財源で賄っていることで、規
模は小さくても継続していくことができます。
2 ：現地の人たちが主体の緑化事業。
　まずは当会の塩の売上の一部を緑化に投入しますが、植林をするのは地元の方々が
中心です。そして緑化した土地で有機農業など高付加価値農業を実践し、現地の方々
の生活を豊かにし、その収入の一部を緑化に再投入➡高付加価値農業拡大➡さらに緑
化拡大➡…。という「環境と経済の好循環モデル（オルドスモデル）」を作ることを
目指しています。
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3 ：教え子たちとのつながり。
　30年前高校生だった教え子たちは今や40代。多くは私の緑化事業に協力してくれて
います。最近は教え子の子どもたちも積極的に植林に参加してくれるようになり、事
業は次世代へと受け継がれていきます。
4 ：世界の砂漠緑化にも貢献。
　上記オルドスモデルが完成すれば、世界の砂漠化に苦しむ地域へ展開できます。ま
だモデルの完成とは言えませんが、今年に入ってUAEのアブダビからお声がかかり、
砂漠緑化と乾燥地農業のプロジェクトを立ち上げました。
5 ：国や民族や宗教の壁を超える事業。
　当会の活動には様々な国籍・民族・宗教の方が参加しています。みんな同じ志を持っ
て、同じ方向を向いています。志の共有が砂漠化を止め、貧困や紛争や内戦のない世
界へ導きます。
　この事業はどなたでも参加できます。例えばモンゴル塩は500円ですが、1袋買うと、
オルドスの砂漠に 1本、木を植えることができます。また塩は食品、美容、健康など
あらゆる分野で使われます。ぜひモンゴル塩を使ったコラボ商品を作りましょう！そ
して一緒にオルドスへ行き、砂漠に木を植えたり、有機農業をしたり、未知の植物を
探したり、ワクワクしながら一緒に緑を増やしていきましょう！

▲植林初期：2005年 ▲植林15年後

▲植林の様子 ▲植林時集合写真：2014年

▲塩の販売 ▲内モンゴルの岩塩
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公益社団法人 ON THE ROAD
佐賀県

　前代表の古場英樹さんは、高校時代に上級生から壮絶ないじめに遭い、
その記憶は大人になってもトラウマとして残ると実感していたことか
ら、かつての自分と同じ思いをしている子どもたちを救いたいと、2015
年「いじめ撲滅」を掲げた実行委員会を設立した。佐賀県内の学校の道
徳の時間に、いじめの怖さと心を守る大切さを伝える出張授業を行うと、
それが評判となり、佐賀県内の教育委員会、学校、警察と信頼関係を構
築していった。現在、365日24時間行う電話、LINE相談、駆けつけ対応
では、県内の教育委員会、学校、保護者が、子どもの状況を共有し、い
じめを撲滅する体制をとっている。これまで相談を受けた件数は300件
で、子どもたちの 9割が復学している。また不登校児の学習の遅れを取
り戻す学習支援教室の実施、チャリティイベントも開催し、親子の社会
的孤立を防いでいるが、これらすべての事業を無料で行っている。2023
年に公益社団法人化、更に難病児、きょうだい児を持つ家庭へのサポー
トも開始した。「すべては子どもたちのために」を理念に、相談支援、
復学、進学まで伴走し、子どもたちが主体的に未来を描ける社会を目指
して活動している。

（推薦者：伊万里市カブトガニを守る会）

代表理事
津田　和泉

　
　はじめに、素晴らしい賞をいただいた事に感謝を申し上げますと共に、丁寧な面談
や夢のような表彰式などで祝福くださった財団の皆様や審査に携わっていただいた皆
様に心より御礼申し上げます。
　私共は2015年秋に、佐賀県から子どものいじめをなくしたいとの願いとともに事業
を開始しました。最初は啓発のイベントや学校に赴いての道徳の授業が主たる事業で
したが、コロナ禍を契機に子どもたちからの個別相談が増え始め、その内容も子ども
の命にかかわる深刻なものが増えていったことから、24時間の個別相談・駆けつけ伴
走支援に取り組むようになりました。
　子どもの話を丁寧に聞き、保護者や学校、教育委員会と連携して学校に戻れるよう
サポートをしています。それだけでは解決に至らない場合は、警察や病院、法律関係
者への橋渡しなども行います。
　また、勇気を出して学校に戻った児童生徒の中には、勉強の遅れがネックになり、
再び学校に通えなくなる子も多いことから、学習支援部を設けて子どもたちの勉強の
サポートも毎週 2回の定期教室や受験対策、個別指導などで実施しています。
　地域の大人にも卒業や子どもたちのことを知ってほしいと願い、様々な体験学習な
どのイベントも年に数回行って、子どもたちを見守る地域づくりにも取り組んでいます。
　さらに、相談者の中には兄弟姉妹に難病や障がいを持つお子さんも少なくなく、病
児本人はもとより、難病時の兄弟姉妹たち（当会では「きょうだい児」と呼んでいま
す）のケアも必要だと考えるようになり、公益法人化した2023年に難病時・きょうだ
い児支援部門を新設し、サポートできる子どもの裾野を広げるべく奮闘しています。
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　こういった取り組みを見知ってくださった支援者の方々のお力添えで今回の受賞に
至ったことを思いますと、たくさんの方々の志ある支援の賜物であると改めて感謝の
念でいっぱいです。今回の受賞を機に、今後も現場から気づく子どもたちの SOSの
声に耳を澄ませ、必要があれば変化も恐れずに事業に取り組んで参ります。

▲すべては子どもたちのために

▲伊万里焼の絵付け体験 ▲学習支援の様子

▲子どもたちと地域の歌を作り、ライブハウスでダンスと歌
を披露

▲洋上でのごみ拾い体験
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NPO 法人 mama's hug
神奈川県

　代表の山本加世さんは、産前うつになった際、優しさホルモンといわ
れる「オキシトシン」が分泌されるベビーマッサージに出会う。我が子
だけではなく、他の子どもへも愛情を感じる効果を実感して、ベビーマッ
サージの資格を取得、2003年に任意団体をつくり、ひとりでベビーマッ
サージを広める活動をスタートした。さらに、より母親ケアに注力しよ
うと2006年に NPO法人mama’s hug を設立し「100の言葉より hug（ハ
グ）」を理念に、ベビーマッサージを発展させた「Touch Hug」を多く
の人に伝える取り組みを開始。「Touch Hug」は、親子や家族との手と
手からはじまる”ふれあい”を大切にするスキルで、身近な人への
Touch（触れる）を大事にし、自分自身も癒し、幸せな気持ちになる効
果があり、どの年代でも使えるコミュニケーションツール。mama’s 
hug ではタッチケアの講座、育児相談を実施、またママ学校を創設し、
これまでおよそ6,000人の母親をサポートしている。この活動は米国のボ
ストンにも広がり、海外での“孤育て”に陥りやすい母親たちにも好評
を博している。さらに母子をサポートする人材育成の資格講座も開催し、
これまで400名が受講。「子育ては地域でするもの」とし、現在、地域の
神社と協働で地域食堂を開くなど、地域の人と人をつなぎ、子育てしや
すい社会づくりに取り組んでいる。
� （推薦者：社会福祉法人　国府津保育園会）

代表理事
山本　加世

　
　まだ世の中にベビーマッサージが定着していない22年前に娘が誕生したことをきっ
かけにこのタッチケアに出会う。タッチケアを通じてママたちの産後うつのサポート
をはじめ、居場所づくりや行政と連携をとりながら母親支援をしてきた。2020年にファ
ミリーサポートセンターの受託し、孤立母子とボランティアとを結びつける活動を活
発化させる。その中で障がい児の預かり先やサポート先が少ないことに気づき、当事
者や専門家だけではない市民レベルのサポー
トシステムと子育てに寛容なまちづくりを始
めた。それと同時に子育てをサポートする人
（保育士や介護士）のメンタルを含む、「サポー
トをする人を支援する」ために、企業、行政、
地域の人たちがファストではないスローなイ
ノベーションのチームビルディングも含めた
プロジェクトを遂行している。
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▲ジュニアベビーシッター養成講座 おむつ替え ▲パパによる子育て研究所企画

▲産前産後サロンマタニティタッチケア ▲小学校にて低学年の性教育 友達と仲良くする方法

▲東北大地震全国から寄せられたママからママへの手紙 ▲お堀端クリーン
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NPO 法人 熱帯森林保護団体（RFJ）
東京都／ブラジル

　アマゾンの森は大規模開発で破壊が進行しているが、そこに暮らす先
住民族が自分たちで森を守っていく主体的な取り組みを支えたいと、南
研子さんが設立した団体。ブラジルのマトグロッソ州とパラ州に掛かる
18万平方 km（日本の国土の約半分の面積）のシングー先住民国立公園
と呼ばれる広大な地域で1989年から支援活動を行っている。南さんは
1992年に初めて現地を訪れ、この32年間で識字教育（1994年～2013年）
植林（1997年～2000年）女性自立支援（2000年～2018年）水銀汚染調査、
医療支援（1992年～2013年、現在も必要に応じて継続中）伝統文化継承
（1995年～現在）など多岐に渡り支援事業を実施。また、集落内で貨幣
制度は確立していないが、この数年で導入されることは必至であり、住
民の経済的自立を促進するために養蜂事業も始めた。2014年からは、急
速に進む開発や伐採と、乾燥化による大規模火災で加速度的に森が消失
しており、森を火から守る消火防火支援事業を展開している。例えば
2021年には 1年間で13,235㎢（東京ドーム28万個分）の森林が消えた。
南さんたちの支援対象地域は、氷河期にも緑が残り種の避難場所となっ
たことから、生物遺伝子資源の宝庫と呼ばれているが、いまだ調査は 2％
しかなされていない。一方、開発の影響で日々おびただしい数の生物が
絶滅し、甚大な地球的規模の損失が危ぶまれる。地球上の酸素供給源で
あるアマゾンの森を守ることは人類の使命ともいえる。
� （推薦者：山中　敦子）

代 表
南　研子

　
　ブラジルのマトグロッソ州とパラ州を流れるシングー川（アマゾン川の主要な支流）
の上流域から中流域にかけて、先住民族保護区がまとまった広大なエリアが広がって
いるのですが、私たちはこの一帯でアマゾンの森を守るため1992年から先住民と共に
活動しています。
　これまで2,000日以上現地に滞在し、識字教育、植林、女性の自立支援、水銀汚染
の調査や医療支援、伝統文化の継承など多岐にわたって行ってきましたが、現在、特
に力を入れている活動が 2つあります。
　ひとつはアマゾンの森を火事から守る消火防火活動です。開発や伐採の影響で乾燥
化が進み、毎年乾季になると森林火災が発生するようになりました。一度火災が起き
ると消火の術がなく問題となっていたのです。私たちが活動している地域では、森を
知り尽くした先住民約150人に消防訓練を受けてもらい、消防団を結成しました。
　 8年間にわたる地道な防火パトロール活動と火災発生時に消防団員たちの迅速な消
火活動のおかげで、大火事が発生せずに済んでいます。そのことがブラジル政府に評
価され、この消防団員のうち直接RFJ 主催の訓練を受けた15名が国の正式な消防士
として認定され、そのうち 7名はブラジル環境省の職員として 1年間、森林の消防士
として任務につくことになりました。小さなプロジェクトとして始めましたが、私た
ちの活動が“先住民による防火・消火活動”の先駆的なモデルケースとなり、より広
範囲に及ぶ先住民居住地域に伝播・浸透しつつあります。
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　もう一つは養蜂事業です。先住民保護区では未だ貨幣が流通していませんが、ブラ
ジル社会の価値観に従わざるをえず、貨幣経済の導入も余儀なくされることでしょう。
大企業のシステムに飲み込まれ、安易な換金作物栽培を広範囲で行い、取り返しのつ
かない状態になった他の保護区の例もあり、この地を守る手段として、自然環境を維
持再生し、かつ伝統文化にもとづき先住民の経済的自立をはかる唯一無二の対策とし
て養蜂事業にたどり着きました。
　2010年から、5集落を対象に養蜂の技術、採れた蜂蜜をブラジル社会の市場に流通、
販売させるところまでの知識や技術を習得してもらうことを目的に、専門家を雇い、
現地視察や講習会など地道な活動を行いました。
　市場と流通の確保をするためにはブラジル社会における諸条件や規定をクリアする
必要があるため、先住民らがその技術を身につけるために時間がかかりました。やっ
とのことで市場と流通の確保ができたところで、コロナ禍となり出荷が遅れましたが、
2024年から市場を持ち、販売を開始するまでになりました。
　「地球の肺」とも言われるアマゾンの熱帯林。私たちの生活と命を守ると共に次の
世代に安全で持続可能な地球を引き継ぐためにも、かけがえのないアマゾンの森を守
ることは私たちの務めだと考えて活動を続けています。

▲カヤポ族のリーダー メガロン、南さん、カヤ
ポ族の長老 ラオーニ

▲開発で大規模に伐採されてしまったエリアがあ
ちこちにある

▲ハチの巣箱 ▲経済自立に向けて養蜂を始めハチミツを採って
います

▲消火中 ▲頼もしく使命感をもった消防団員
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NPO 法人 ウィーズ
千葉県

　両親の離婚により父子家庭で育った光本歩さんは、自身の経験から「家
庭環境によって子どもが夢や希望を持てなくなるのはおかしい」と働き
ながら学習支援塾を始めた。誰にも悩みを打ち明けられない子どもたち
の心の声に触れ、子どもには健全な自尊心の育成が必要と実感しNPO
法人ウィーズを2016年に設立。主に親の離婚や別居をはじめ、家庭環境、
人間関係に悩み苦しむ子どもたちを支える活動を行う。離婚で離ればな
れになった親との親子交流支援、10代の子どもたちからの LINE相談、
2ヵ所で居場所の運営をしている。さらに支援の手を増やす目的で支援
者養成プログラムも実施。およそ138名が修了し、修了者は親子交流支
援員や LINE相談員として活躍している。居場所「みちくさハウス」は、
家庭や学校などから少し離れ、子どもたちや母子の心身の安心と安全を
確保する目的で、これまで述べ1,500名が利用した。2012年から静岡県の
委託事業として行ってきた親子交流支援は、同県以外の親子のために
2016年から自主事業としても行っており、2019年からは親子交流支援・
民間団体として全国初の無料支援に踏み切った。最近はメタバースを
使ったオンライン居場所を始め、声をあげられない子どもたちへリーチ
できるようより一層注力している。
� （推薦者：山中　敦子）

理事長
光本　歩

　
　この度、NPO法人ウィーズに対し、社会貢献者表彰という大変な名誉とご縁をい
ただけましたことを、団体一同心より深く感謝を申し上げます。
　私たちNPO法人ウィーズは、親の離婚や別居、家庭環境や人間関係に悩む子ども
たちを支える活動を行っております。親子交流支援や LINE相談、居場所「みちくさ
ハウス」の運営などを通じて、子どもたちや母子・父子が心身ともに安心できる場を
提供しています。
　また、2024年からは新しい事業として「パランパルミル・ジャパン」に取り組むこ
ととなりました。フランスでアソシアシオン（民間組織）からスタートした「パラン
パルミル」という活動を理事長の光本が知ったのは、今から15年も前のこととなりま
す。パラン=パル =ミルとは「1,000人の親」と直訳した名前の通り、親のように「そ
の子ひとり」に関心を寄せる大人をいっぱい増やそうという取り組みで、「フランス
の半里親制度」と呼ばれることもある活動です。今回の受賞に際しましても、この「パ
ランパルミル・ジャパン」の取り組みに深く関心を示していただきました。15年前か
ら知っていたこの活動をなぜ今この時に始動させることになったのか、この活動にか
ける思いはブログにも記してありますので、ご興味のある方はぜひ『光本歩　note』
で検索ください。一人でも多くの皆さまのご理解やご関心、ご支援を賜れましたら幸
いです。
　そして今回の受賞に際し、他の受賞者団体の皆様が行われている様々な活動に触れ
る機会をいただけました。皆さまそれぞれの熱意と取り組みに大変感銘を受けるとと
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もに、それぞれの団体が異なる視点から社会課題に取り組み、思い一つに邁進してい
る姿に改めて深い敬意を表します。また、懇親の場においては多くの方々と交流をさ
せていただき、これまでの経験や知見を共有し合うことで刺激を受け、受賞式前日の
夜は団体の支援仲間と共に、自分たちのこれからに向けて夜深く時間を忘れて語り合
う場面もありました。
　私たちは、今後も「子どもたち・かつて子どもだった大人たち」が健全な自尊心を
育み、未来に希望を持てる社会を目指し
て一層の活動を続けてまいります。活動
の在り方はそれぞれ違えど、社会貢献に
携わる方々の思いはどこか一つに繋がる
部分があると感じております。ここでい
ただけた良いご縁が、良いアウトリーチ
に結びつき、互いの理解と支援の和がま
すます広がって良い社会の礎となってい
けますことを、心から願っております。
　改めまして、社会貢献者表彰の受賞、
ならびに公益財団法人社会貢献支援財団、
委員、役員の皆様方、この度の表彰、誠
にありがとうございました。

▲両親の別居・離婚後に子どもと別居親の交流をサポートします

▲子どもたちからの直接の相談に月2,500件程対応しています

▲約100名のスタッフが各地で活動してくれています ▲クリスマスなどの家族行事の際にはイベントも実施します

▲体験機会の提供として染色教室をおこないました ▲子どもたちの居場所として食と学びの機会の提供もしています
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認定 NPO 法人 スマイルオブキッズ
神奈川県

　「愛する子どもたちのために」を理念に、自宅を離れて病気の治療の
ために、全国各地から神奈川県立こども医療センターに入院する患児と
付き添い家族のための滞在施設「リラのいえ」の運営と、こども医療セ
ンターに入院・通院している患児のきょうだい児が楽しく過ごす場所
「きょうだい児保育」さらに病気や障がいのある子どもとその家族が交
流する場として「ふれあいコンサート」や訪問コンサートを開催してい
る。滞在施設「リラのいえ」は、付き添い家族ひとり 1泊1000円で、経
済的負担を軽減し、総勢80名のボランティアスタッフがシフト制で、24
時間常駐。その運営を支えるとともに、患児と家族の立場にたって、き
め細かいサポートを行っている。また「きょうだい児保育」との併設は
全国でも珍しく、利用料も 1時間300円、家族が安心して患児の看病を
できると、多くの声が寄せられている。ボランティア、支援者が、病気
の子どもとその家族を支え続け、2023年に法人設立から20年を迎えた理事長

松尾　忠雄

　
　この度の社会貢献者表彰の受賞は、日々現場を支えるボランティアスタッフにとっ
て大きな励みとなりました。
　また、表彰状をリラのいえのダイニングに掲示したところ、利用者の皆様からも驚
きとお祝いのお言葉をいただきました。
　喜び合える方がたくさんいること、これこそが私たちの財産であり、活動が人の力
で支えられていることを再確認する機会となりました。
　当法人の活動は、ひとりの父親の思いから始まっています。娘さんが脳腫瘍を患い、
1998年にわずか 6歳で亡くなってしまいます。父親は失意の中にいましたが、次第に
闘病中お世話になった方々への感謝の気持ちが大きくなっていきました。現在闘病し
ているご家族を支えたいと、2003年に法人を設立しました。
　それから今日に至るまで、様々な方との出会いで活動が広がっていきました。特に、
「よこはまファミリーハウス」のオーナーとの出会いは大きな出来事でした。当時、
神奈川県立こども医療センターに勤めていたオーナーが、自宅を滞在施設として提供
していました。需要が増えたため新たな施設を作ろうと、同センターの先生方のOB
会と当法人とが協働し、設立準備委員会を立ち上げました。よこはまファミリーハウ
スの活動実績により信頼を得て、募金活動で建設資金を獲得、土地は県から無償貸与
を受け、2008年に「リラのいえ」を開設します。翌年には、きょうだい児保育事業、
障がい児とご家族を招待するコンサート事業を開始し、病気や障害のあるお子さんと
ご家族への支援活動が広がっていきました。
　心あるスタッフが集まり、ご家族の立場に立って活動をしています。支援者の皆様
にも恵まれ、金銭的な支援のほか、施設で使用する物品の寄付も多くあります。企業
の皆様には、施設の清掃やイベントの共催など、様々な形でお支えいただいています。
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　表彰式典では、日本財団笹川会長より、活動を継続していくこと、次世代につない
でいくこと、ファンドレイジングに注力することの大切さについてお話がありました。
　このことは、近年私たちが取り組んできたことに合致しており、進むべき道を照ら
していただける激励の言葉となりました。
　これからも常にお子さんとご家族に寄り添い、必要とされるサポートを支援者の皆
様の思いとともに丁寧にお届けしてきたいと思っております。そして、これまで関わ
りを持ってくださった方々への感謝の気持ちを忘れず活動を続けてまいります。
　この度の受賞に心より御礼申し上げます。

▲【リラのいえ】入口の看板 ▲【リラのいえ】利用者へのミールサポート

▲【家族の交流の場の提供】重症心身障がい児と家族を招待す
るコンサート

▲【広報活動】チャリティーコンサート出演者とボランティア
スタッフ

▲【きょうだい児保育】保育士ときょうだい児 ▲【きょうだい児保育】保育室の様子
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NPO 法人 リバティー・ウィメンズハウス・おりーぶ
滋賀県

　精神福祉士の仕事を通じて、女性の依存症者をワンストップで支援す
る必要性を感じていた山本良子さんが滋賀県で設立した団体。通院して
いる患者は 2週間に一度の割合でカウンセリングを受けるが、元の環境
に戻れば効果が薄れ、自立に結びつかず、再起の機会が与えられていな
かった。そこで大津市内にグループホーム「ステップハウス・おりーぶ」
を開設し、生き方を変える決心をした女性を対象に、毎日のプログラム
で自分と向き合い、共同生活を通じて社会性を育み、学びあい、応援し
あって様々な依存症から回復し、心と体の社会復帰の準備を整える居場
所とした。依存症に対する社会的な理解も進まない中、頑張ることので
きる人を応援する施設はあるが、今はまだ頑張る気力のない人を応援す
る施設と位置付けている。現在 4棟のグループホームを運営。また通所
型の自立訓練施設「デイセンター・おりーぶ」も備えている。利用者は
病院や自治体を通じて紹介があり、スタッフが面会して本人の意志を確
認し、入所当日は迎えに行く。社会復帰しても、その女性が自分に合っ
た職場環境に身を置けるようになるまで見守ることを忘れず伴走する。

理事長
山本　良子

　
　このたびは、思いがけず栄誉ある社会貢献者に選定いただきましたことを、職員・
支援者一同深く感謝いたしております。
　おりーぶの活動は、生きづらさを抱えた女性「特に各種の依存症に苦しんで行き場
のない方」の支援の必要について何かできることはないか？というところから13年前
にスタートしました。まず手がけたのは、心と身体の回復には安心できる居場所があ
る事であると、グループホームの設立に取り掛かりました。自助グループとしての時
間を持ちながら医療と福祉両面のお助けが出来るといいなと思いつつ運営を続けて二
年目に、自立訓練の取り組みの強化にためデイセンターを開設いたしました。
　依存症からの回復プログラムとして、運動、野菜作り、自助グループ、認知行動療
法、アロマテラピーなどを取り入れつつ苦しみながら学ぶより、自発的に行動してい
ただく事に焦点を合わせていきたいと思っています。
　頑張る人を応援する社会を目指すことの重要性にはこの国も近年理解度が高まって
おりますが、依存症がらみで法に触れる行動に及んだ女性に対して、社会復帰の道は
依然として暗く、自己責任論が大勢を占めているのが現実です。少年院、刑務所を出
所しても受け入れ先のない方の中でグループホームに入り、今までの習慣や環境から
の決別をめざす方に対応するべく、自立準備ホームの指定を受けました。
　古い習慣を変えていくには、時間もかかりますし、依存対象「アルコール・覚せい
剤・処方薬・摂食障害・病的窃盗・ギヤンブル・携帯電話など」に対する過剰な依存
からの決別は、決心したからと言って一人で戦うには困難が伴いますし、頭で理解し
たからと言って改善するものでもないのが現実です。医療の力を借りながら、回復を
めざす仲間との暮らしが有効であるというのはやがて、日常の中で実感できるように
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なるようです。
　今、多様性を容認する世の中になりつつあるならば、おりーぶの仲間たちは、依存
症により問題を起こしてしまった事実は受け止めつつも、いつからでもやり直せるこ
とを実感することを目指す毎日を送ることに重きを置くようにしています。
　私たちは、小さな成功体験を積むことで、自分た
ちが決して劣った存在ではないことを受け取ること
も大切です。仲間たちにもいろいろな可能性がある
こと、希望の未来を描くことが出来ること、それぞ
れの幸せを手に入れることで、同じ悩みを持つ他者
に手を差し伸べる存在になりうるというビジョンを
掲げつつ歩んでいきたいと存じます。
　今回の受賞が、あまり知られることのない私たち
の活動にとって大きな励ましを頂いたものと感謝申
し上げます。 ▲京都新聞福祉賞授賞式

▲畑作業 ▲デイセンター外観

▲ハイキング ▲花見

▲湖水浴 ▲収穫
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庄山　好子
熊本県

　旧満州、現在の中国・黒龍江省の出身の庄山好子さんは、1987年に中
国残留子女 2世の夫とその家族とともに、26歳の時に来日。日本といえ
ば、富士山と桜しか知らなかった庄山さんに、地域の人々が、温かく身
振り手ぶりで日本語を教えてくれたことに感動し、日本が大好きになっ
た。子どもが生まれると、外国にルーツのある児童と家庭に対する周囲
の理解不足と、学校の先生、地域の人々との間に言葉や文化の壁がある
と感じ、その解決に向けて学校や教育委員会に働きかけた。その甲斐あっ
て、1999年から熊本県菊陽町では、いち早く中国にルーツのある児童を
支援する活動がスタート。以来、庄山さんは、菊陽町の日本語指導員と
して、日本語指導をはじめ、家庭訪問時の通訳、学習、進路、生活面で
の相談への対応、多文化共生の講師、運動会での中国語放送、在留カー
ドの更新手続きの翻訳等を行う。また病院受診の同行、生活支援、学校
の提出物の手伝いなど、指導員の範疇を超えて献身的にサポート。町内
8つの小・中学校に関わり、これまでに100名以上の児童生徒を支援した。
また、日本の児童に中国文化や中国語に親しんでもらう「パンダの会」
も定期的に開催するなど、菊陽町の多文化共生の道へ大きく貢献。50歳
の時、日本でお世話になった方々へ恩送りしたいと日本に帰化した。

　

　
　この度は、社会貢献者表彰受賞の栄に浴し、感激と喜びに堪えません。改めて私や
菊陽町の取組に光をあてていただきました安倍昭恵会長様をはじめ、関係の皆様に心
より感謝申し上げます。
　私は、中国人の両親のもとに生まれ、日本に住む親戚を訪ねる短期間の来日と聞か
されて日本に来て以来、三十七年の月日が流れようとしています。来日当初は孤独で、
頼る人や日本語を教わる人もいませんでした。そのような中、義父から「これからは
家族全員で日本に永住する」と告げられたときは、それはそれは悲しくて中国へ帰り
たいとばかり考えていました。私の中国名は滕淑香ですが、永住することが決まって
からは庄山好子と名乗ることになりました。初めの頃は新しい名前に慣れなくて、自
分が自分でなくなったような絶望にも似た感覚を覚えたことを思い出します。
　そんな私に転機が訪れたのが、菊陽町のみなさんとの出会いです。当時、菊陽町役
場の担当者が私を訪ねてこられ、菊陽町に住む中国人に対する通訳や相談業務を依頼
されました。私は誰かのお役に立てることがうれしくて、すぐ仲間とともに活動を始
め、人生の新たな一歩を踏み出しました。私が出会った中国をはじめ外国にルーツを
持つ人々は皆、なんとか日本社会に溶け込み、家族で支え合い、日本社会に貢献しよ
うと懸命に努力する人ばかりでした。その人々との出会いがさらに私に勇気と活力を
与えてくださり、今まで活動を続けてくることができました。これらの出会いがなかっ
たら、今の私も今回の受賞もなかったと思います。小学生の頃に出会った子どもたち
が中学生・高校生と成長し、さらに大学や専門学校等で学び、今や立派な社会人となっ
て日本社会でグローバルに活躍するほどに成長しました。この子らの成長やご家族の
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暮らしに寄り添わせていただいたことは、私にとってこの上ない悦びであり、私の人
生そのものと言っても過言ではありません。お陰さまで私が多くのみなさんと出会い、
つながりながら生活できるようになったように、私の家族にも多くの友人ができ、幸
せに暮らしております。
　今回の受賞に際し菊陽町やこれまで出会った皆様に改めて感謝申し上げますととも
に、中国と日本との心の架け橋となれるよう引き続きご恩返しの取り組みを仲間とと
もに続けて参ります。
　また、菊陽町では、台湾企業な
どの進出により外国の人たちと
その子どもたちの人口が増えて
います。台湾をはじめとする多
くの国々の子どもたちやその家
族と共に歩み、多様性を深める
ことで誰もが暮らしやすい社会
づくりに微力ながら支援するこ
とで私や家族を支えてくださっ
たすべての皆様にご恩送りをし
ていく決意を新たにしました。 ▲学校からのお知らせを翻訳中 ▲学習指導の際は子どもの目線に合

わせる庄山さん

▲ 5 年前の卒業式から三か国語での式辞を開始しました ▲27年前活動を始めたころ中国に親しみを持ってもらうため
菊陽町の小学校で行った文化紹介

▲児童の頃から国際理解を深めるために開催する「パンダの会」 ▲生徒の志望校合格のため、受験用のテキストを購入し入試
対策の指導を行います
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全国ポリオ会連絡会
兵庫県他

　ポリオ（脊髄性小児麻痺）は国内では昭和30年代まで断続的に流行し、
当時罹患した人は平均71歳となった。昭和36年に始まったワクチン接種
により発症は激減し、生ワクチンによる被害が少数あったものの、不活
化ワクチンの導入で発症がなくなり、現在国内では過去の病と考えられ
ている。しかしポリオにより手足に麻痺が残った人は、ポストポリオ症
候群という二次障害に見舞われることが明らかになってきた。ポストポ
リオの正しい情報をポリオ経験者へ伝えるため、国内各地に相次いでポ
リオ罹患者の会ができた。相互に連絡を密にとりあい、助け合うことを
目的として2001年に全国ポリオ会連絡会を発足した。全国ポリオ会連絡
会は、全国各地の会員のために、ポストポリオの情報の発信と伝達を行っ
てきた。リハビリテーション学会にシンポジストとして出席、パネル展
示も行って、医療関係者へ協力を要請。また、カーボン装具の周知、生
活の工夫の情報の共有等、様々な活動を行っている。さらに、障害を抱
えて生きる者が暮らしやすい社会となるよう、社会にも働きかけてきた。
また、これまでに 5冊の本を出版し、会報は年三回発行。ホームページ
でも情報を発信している。現在は、会員の人生を記録として残し、後世
に伝えるために、新たな本『ポリオの軌跡』の出版を予定している。
� （推薦者：認定NPO法人 女性と子ども支援センター　ウィメンズネット・こうべ）

共同代表
森山　幸恵
エンジョイポリオの会
（福岡市 九州地方）代表

　
　この度は社会貢献支援財団から、全国ポリオ会連絡会を貢献者として選んでいただ
き、表彰していただきましたこと、心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。
　全国ポリオ会連絡会はポリオり患者の患者会です。今までポリオによる障害は固定
され重度化するとは思っていなかったのですが、50～60歳代でポストポリオを発症し
身体機能が低下して、生活のしづらさが出てきました。自分の体の変化に不安があっ
ても、全国ポリオ会連絡会発足当初はポストポリオを診ることのできる医師が少なく、
医療機関や医師探しから始まりました。見つかったら会で共有し情報提供するという
状況でした。補装具も同様。体への負担が少ないカーボン素材の補装具の制作の協力
と推進活動に取り組みました。カーボン装具が障害サービスでの給付の対象になるよ
うに、義肢装具士協会の役員さんと一緒に厚生労働省へお願いに行き、結果次の年度
から認められたこともありました。
　ポリオり患者の平均年齢は70歳を超えました。加齢も加わり体の動きが徐々に悪く
なっています。体にあまり負担をかけずに生活していくためには介護保険や障害サー
ビス等をうまく利用する必要があり、当事者同士の情報交換はとても役に立ちます。
　ただ当事者が支援者になることは、ピアサポーターとしてとても精神的サポートも
含めて有用ではありますが、クローズの世界におちいってしまう危険性もあります。
私たち自身で解決できる課題は生活の工夫程度です。今後より高齢化していく中でい
ろいろな分野の関係者の協力がますます必要になってきます。そのために今まで何冊
か本を出版し、当事者だけではなく、医療や福祉、介護保険の関係者へ配布しました。
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またリハビリテーション医学会のシンポジウムにシンポジストとして参加し、私たち
の現状について発信し、ポストポリオについてや私たちの生活等について周知を図っ
てきました。これからもより外部への働きかけに取り組み、私たちのことを知っても
らいたいと思っています。
　ポリオは世界的にはまだまだ流行している国がありますが、幸いなことに日本では
ワクチン接種で予防できる病気になりました。当然私たちはどんどん高齢化の一途を
たどっています。いつまで活動できるかわかりませんが、私たちの経験をまとめ、親
やいろいろな人の支援や協力を得て、私たちが一生懸命生きてきた軌跡も残したいと
思います。

▲第 7回全国ポリオ会連絡会総会 ▲第 7回全国ポリオ会連絡会総会

▲これまでに発刊した書籍 ▲これまでに発行した会報の一部

▲共同代表 5名 ▲豪州・アジア地区ポストポリオ国際会議に参加 シドニー
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NPO 法人 あきた結いネット
秋田県

　秋田県で矯正施設出所者等の相談員をしていた坂下美渉さんが、緊急
用のシェルターとして借りたアパートの一室から、触法者の支援を始め
たことをきっかけに、2013年に設立した秋田初のホームレス支援団体。
「ないなら作ってしまおう」の精神で、自立準備ホームと相談支援付き
住宅事業からスタートし、身寄りのない人の身元保証、財産管理などの
トータル支援のほか、居住支援、グループホーム運営、障がい者の就労
支援も行う。また新しい価値観を育む取り組みとして、セレクトショッ
プ「story cat」を運営。全国70か所の福祉施設が作ったクオリティの高
い商品や作品を買い付けて販売し、その売り上げの 7割を各事業所に分
配している。さらに2023年 7 月の秋田豪雨・被災直後から復興支援拠点
となり、炊き出しを行い、被災者支援を開始。同年12月に休眠預金を活
用した緊急用女性シェルターが完成、生活困窮した女性や母子が休める
部屋を確保、より多くの困っている人、身寄りのない人を支える取り組
みを広げている。
※触法者（罪をおかした障がいのある人）

理事長
坂下　美渉

　
　この度は、大変栄誉ある賞を賜りまして、誠にありがとうございます。スタッフ、
関係者一同、心より感謝申し上げます。
　私たちの活動は罪を犯してしまった高齢者・障がい者のサポートから始まり、ホー
ムレス生活者、生活困窮者、就労の機会を失ってしまった方への社会参加事業など、
どんどん拡大して参りました。
　人が生きていく上で必要なこと。縦割りではなくトータルにサポートしたい。
　私たちがサポートしている方の多くが頼れる身寄りがなく、友人もいません。困っ
たことがあった時に相談する相手がいないという状況は、孤独を強く感じやすく、生
きている意味さえ見失ってしまうくらいの破壊力があります。最初は反発的な言動で
コミュニケーションを取っていた方が、スタッフやボランティアとの関わりの中で心
がほぐれていき、周囲に優しい言葉がかけられるように変わっていく様は、私たちに
勇気を与えてくれます。
　そして私たちは今、当事者であった彼らを一緒に働く仲間として迎え入れています。
2024年は 5名をアルバイトとして雇用する予定です。それぞれの特性に合わせた事業
を新たに創り上げ、飲食部門ではお弁当事業、菓子製造、キッチンカーを導入してい
ます。コミュニケーションのサポート体制を整える為、スタッフの研修プログラムに
も力を入れています。
　人生、山あり谷あり。それは誰しもそうです。
　過去の過ちや失敗が原因で人生に希望が持てない社会は寂しすぎます。環境が違え
ば誰でも共に働ける仲間になっていけること、あきた結いネットが社会に証明してい
きたいと考えています。
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　あきた結いネットはスタッフ十数名の小さな団体
ですが、まだまだやれることが沢山あります。あれ
これやり過ぎている、事業拡大し過ぎ！というご意
見も時々いただきますが…、今回共に表彰された皆
様の活動に触れ、出る杭は打たれるでは無く、「出す
ぎた杭は打たれない」のだと改めて感じ、勇気をい
ただきました。全国に、世界に、社会を良くするた
めに活動する仲間がいて、今回出逢えたことは私の
人生にも大きな影響を与えてくれると感じています。
　この度は誠にありがとうございました。 ▲2023年10月に導入したキッチンカー。支援

対象者の方の働く場所を創出

▲外部団体からの講演依頼でお話をしている様子 ▲緊急用シェルター、障がい者グループホーム、厨房設備、
災害用備蓄庫を兼ねた複合施設

▲秋田豪雨の復興支援。生活物資、食料を戸別訪問しながら
お届け

▲秋田豪雨の復興支援。全国からボランティアが集まる。多
い日は 1日400食の炊き出しを提供

▲障がい者のグループホーム外観 ▲全国の障がい者施設で作られた商品をセレクトして販売す
るショップ「story cat」
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NPO 法人 のびの会
神奈川県

　若い女性に多い摂食障害やパーソナリティ障害という心の病の回復と
社会生活を目指し日本初のサポートグループ（当事者、家族らの自主的
な活動を医療や福祉の専門家が支える）として1991年に活動を開始。イ
ンターネットや病院の紹介で、この会にたどり着いた当事者や家族に
とって、回復には非常に長い時間がかかることとこうした組織が未だに
少ないことから、生涯の拠り所となっている。1998年からスタートした
地域活動支援センターミモザは、様々な心の病を持つ女性のための居場
所兼リハビリテーション施設として、プログラムを通じて自分自身に向
き合い、社会性を育み、一歩一歩の歩みに寄り添っている。また、家族
会では、病院や周りに容易に相談できない悩みや苦悩を、親同士で語り
合い、慰めあい、アドバイスし合い、泣き、笑い、それが明日に向かう
原動力にもなっていて、心理士による相談事業も行われている。医療従
事者と家族の支援により、自助グループだけではない、サポートグルー
プの存在が、活動継続の大きな支えになっている。”回復の糸口は自分
で探せる”をスローガンに、自主的な回復を支える活動を32年にわたり
続けている。

理事長
久間　久惠

　
　この度は、このような大変栄誉ある社会貢献者の表彰をいただき、役職員一同、心
より感謝申し上げます。
　私たちが長年関わってきた、いわゆる拒食症（神経性やせ症）や過食症といった「摂
食障害」は、心の問題から普通の食事が摂れなくなり、心身が蝕まれていく病気です。
罹った人の半数は短期間で回復しますが、残りの半数は年単位で長引いて、学校や職
場に行けなくなって自宅に引きこもったり、入退院を繰り返したり、時にはこの結果
として、同世代の10倍の多さで、または自らの手で、若くして命を落としている実態
はほぼ知られていないと思います。「ダイエットのし過ぎ」ではすまされない、まさ
に人生全てが左右されるほどのそんな深刻な病気への、「地域で良くなる場所を作
る！」という挑戦は、今から約四半世紀前、その当事者と家族が、多くの医療者の「あ
り得ないだろう」論を押し切って始まったのでした。
　振り返ると、開設当初は、摂食障害の当事者の『居場所兼リハビリテーション』と
位置付けたデイケア施設と、家族が我が子の病気や関わり方を学ぶ場である家族会の
二つが主な活動でした。最初は専門医をはじめとした医療スタッフが、嘱託としてこ
れらの活動に多く携わりましたが、長い年月の試行錯誤を繰り返しながら、運営スタッ
フの成長はもちろん、この作り上げた居場所を守り続ける責任を自覚できるほど当事
者や家族が成長し、より生活に密着した体制になりました。
　現在、従来の専門的サポートで個人の心の問題の解決も取り組みながら、デイケア
部門は、ソーシャルスキルトレーニング、作業活動、リラクゼーション等の、社会生
活を豊かにするプログラムを増やしています。家族会も、年単位で日々闘っている家
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族の意見交換が中心です。体重や食事の状況ばかり問われ、生物学的に「生かされる」
場所ではなく、病気や障害があってもその人らしく社会的に「活きられる」場所に、
と、今は摂食障害以外の、様々な病気や障害を抱える方全般にも、その間口は大きく
広げられています。そして、この体得した変化と回復の可能性を言葉と行動で発信し
ていく広報活動が、今の法人事業の大きな柱となっています。
　今回の表彰は、これ
までの多くの方々との
出会いとご縁、そして
命の灯を費やして創成
期を支えてくれた先人
達のたゆまぬ努力の結
晶でいただきました。
その感謝の思いを忘れ
ることなく、私たちは
この先を目指して進ん
でいきたいと思ってい
ます。 ▲事務所の入口のロゴマーク 地域活動支

援センターミモザ
▲ミモザのプログラム アートサークルで
皆でステンドグラスの展示物を制作中

▲バザーで販売中の商品 ▲ミモザの作業風景 パウンドケーキ製作中

▲商品のパウンドケーキ ▲年に 2回の講演会風景

51



NPO 法人 アーシャ＝
イコール

アジアの農民と歩む会
栃木県／インド

　「アジア諸国の農村住民に対して、地位の向上と自立を促進するため
に、人権、貧困、環境、福祉等に関する農村開発支援事業、及び災害、
紛争などによる被災住民への緊急支援活動を行い、これによって人間の
尊厳を尊重する社会の形成に寄与すること（定款より）」を目的とする
NPO法人。40余年前、北インド・ウッタルプラデシュ州アラハバード（現
プラヤグラージ）の農業大学（現サムヒギンボトム農工科学大学）に招
かれた牧野一穂さんは、小規模農民の生活水準が低迷し、貧富の格差、
女性や弱者への人権軽視、根強く残るカーストの問題により、困難な生
活を余儀なくされている人々を支援するために継続教育学部（マキノス
クール）を設置した。2004年、牧野さん退任に際し、後継者として三浦
照男さんが赴任するにあたり、これまでの活動を継続、さらに発展させ
ることができるよう、また「貧しい農村の人々の希望の光となるような
活動を」との願いをこめて、NPO法人を設立し「アーシャ（ヒンディー
語で希望）=アジアの農民と歩む会」と名付けた。現在は、マキノスクー
ルと協働で、環境保全に配慮した持続可能な有機農業の普及、貧困家庭
の子ども・女性の教育支援、農村開発リーダーの育成、母子保健活動の
実施、女性の社会的・経済的地位向上を目指し、縫製技術やマーケティ
ング支援など、総合的な農村の発展を目指し、住民が自ら個々の問題を
解決できるように、特に人材の育成に力を入れて支援を行っている。

代表理事
三浦　孝子

　
　この度は、栄誉ある社会貢献者表彰を賜りまして、誠にありがとうございます。
　北インド、ウッタルプラデシュ州プラヤグラージ県で活動中の日本人スタッフ・現
地スタッフ、また、日本でその活動を支援しているみんなで喜びを分かち合いました。
　心より感謝申し上げます。
　私たちは、アジア諸国の農村住民に対して、農村の草の根で働く人材育成を軸とし
て、人権、貧困、環境、福祉等に関する農村開発支援事業及び災害、紛争などによる
被災住民への緊急支援活動等行ってきました。これらの活動を通して人間の尊厳を尊
重する社会の形成に寄与することを目標に、2004年に NPO法人 アーシャ＝アジアの
農民と歩む会を発足させました。
　アーシャとは、ヒンディー語で「希望」を意味します。
　20年間の歩みには、カウンターパートのマキノスクール（サムヒギンボトム農工科
学大学継続教育学部）を通して、小規模農民の食料生産の安定、環境保全に配慮した
農業を目指すAOAC（アラハバード有機農業組合）の設立支援、「持続可能な農業・
農村開発コース」運営支援、プラヤグラージ県の農村女性の収入向上、社会的・経済
的地位の向上、能力開発、エンパワーメントなどを目指したAVSS（アーシャ開発奉
仕協会）の設立支援など幅広い活動を行ってまいりました。
　表彰式が行われた 7月、現地では、ミャンマーや北東インドからの研修生がマキノ
スクールに集い、「持続可能な農業・農村開発コース」が始まった時でした。内紛や
軍事政権下での農村を守ることはとても困難なことですが、希望をもって学んでいる
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姿に心打たれます。
　彼らの学びを今後も継続して支援できるようにと願っております。
　また、北インド農村女性の地域や、家族における地位は低く、高等教育を受けられ
ない女性もまだ多く、男性や他の地域の女性に比べると、ウッタルプラデシュ州の女
性の識字率は低いとされています。女性たちが手に職をつけ、収入を得ることがこれ
らの問題を解決する一助となりますから、今後ともAVSS（アーシャ開発奉仕協会）
を通して、農村女性支援を継続してまいります。
　20年間の歩みを通し、まだ多くの課題が残されておりますが、今回の受賞を励みと
し、今後とも、より多くの方々に、「アーシャ」の活動を知っていただき、支援の輪
が広がるように努力し、活動を継続していく所存です。
　改めまして、この度は、大変ありがとうございました。

▲縫製工房の女性たちと新作ヨガパンツを手に（右端、スタッ
フ川口景子）

▲保健ボランティアによる農村での栄養教室（料理講習試食
会）風景

▲保健ボランティアによる農村での身体
測定調査

▲豆腐製造を学ぶ農村開発コース学生た
ち

▲有機米の栽培セミナーにて質問をする
有機農業組合員たち 2023年

▲アーシャが支援するマエダ村のアー
シャ小学校の子どもたちと校長先生
（オレンジのサリーの女性）

▲モリンガ葉の選別作業を行う農村女性
たち

▲現地統括責任者三浦照男と農村開発
コースの研修生。マキノスクール有機
農場にて 2023年
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認定 NPO 法人 きららの木
奈良県

　重度の知的障害のある子の母である江川美奈子さんは、先輩のお母さ
んから「学校にいるうちが華やで」という言葉を聞かされたことから、
親亡きあともみんなが安心して生きていける施設を作ろうと、2009年に
「きららの木」を設立して活動を開始。2011年に障害児福祉サービスを
スタートし、その後特別支援学校を卒業した子どもたちの受け入れ場所
として、生活介護を 3か所開所。重症心身障害児の放課後等デイサービ
スや短期入所なども開所した。さらに相談支援専門員として虐待児や不
登校の家庭や地域で生きづらさがある障害児者の相談活動を昼夜を問わ
ず行っている。併せて教育関係者や社会福祉関係者はじめ様々な人たち
に障害者理解のために講演活動もしている。「一人ひとりを人として大
切に」の理念のもと、障害のある人とともに古都奈良の伝統文化を体験
したり、四季折々の行事を実施したり、また一泊旅行など様々な体験を
することで、障害児者の喜びや笑顔のある豊かで文化的な毎日を保障し
ている。「あなたがいるからわたしはうれしい」全ての人との出会いを
大切に、障害のある人もない人も共に暮らしやすい社会づくりを目指し
て、地域の皆さんとのつながりを大切にしながら歩み続けている。

理事長
江川　美奈子

　
　この15年間、障がいのある人と共に生きてきた当法人に、この度、このような栄誉
ある賞を賜り誠にありがとうございます。
　きららの木は、重度な障がいのある人の特別支援学校卒業後の居場所づくりのため、
思いを同じくする保護者の活動から立ち上げました。当時は重度の障がいのある人の
進路先が少なく、親亡きあと、安心安全に子どもたちが生活できるようにという思い
で作り上げてきました。今年、 7月 8日には設立15周年を無事迎えることができまし
た。設立前より、多くの賛助会員や関係機関の皆様のご支援をいただき今日に至って
います。この15年間はただただ社会から必要とされることを懸命に、法人職員一丸と
なり有言実行で取り組んできました。法人理念の「一人ひとりを人として大切に」の
もと、子どもたちは、笑顔を絶やすことなく毎日を楽しく生きてきました。どんなに
障がいが重くても自分の人生の主人公であり続けること、誰もが文化的生活を送れる
ことにこだわってきました。
　現在は、特別支援学校卒業後の生活介護事業所を 3か所、相談支援や居宅介護等の
事業をしています。合わせて医療的ケアを必要とする子どもたちの居場所と卒業後の
居場所づくりにも取り組んでいます。また、「福祉でまちづくり」に向けて、地域住
民とのつながりを大切に、地域のイベントへ積極的に参加したり、当法人施設へ地域
の人が足を運んでもらえるようなイベントなどを実施したり、笑顔で楽しく元気に活
動しています。他に、奈良県のまほろば「あいサポート運動」・「障害のある人もない
人もともに暮らしやすい社会づくり条例」の障害理解促進活動、また昨年より事業所
の施設は奈良市の福祉避難所となりました。これからは障がいのある人の終の棲家を
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造ることが社会的使命として法人に課せられています。
　「あなたがいるから　わたしはうれしい」
　この素晴らしい出会いに感謝し、障がいのある人が特別な存在でなく、障がいのあ
ると言われていない人と何ら変わりなく普通に生きていける社会を目指して、これか
らも活動してまいります。

▲奈良市社会福祉協議会 鳥見ふらっとさんとの共催 夏のつどい ▲奈良市福祉避難所 合同防災訓練

▲放課後等デイサービス日向ここ（重症心身障害児） ▲みんなの畑

▲リレー講座（陶芸）：地域の子どもたちと ▲花の彩り事業（生駒山麓公園）

▲鹿苑ツアー：奈良公園の鹿にどんぐりをプレゼント ▲民生委員研修会：講師として
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NPO 法人 寺子屋方丈舎
福島県

　1999年に設立された福島県会津若松市初のフリースクール。何らかの
理由で学校へ行くのが難しい子どもたちに、約24年間に渡り、安心でき
る居場所と多様な学びの場を提供している。 7歳から21歳ぐらいまでを
対象としており、どの子も参加可能な、自然体験型の環境教育やこども
食堂を市内 2か所で開催し、子どもたちが学校外で人とつながる学びの
コミュニティーづくりをしている。また、こども食堂に参加できない家
庭には、食材の支援、こども宅食を月 2回行ったり、学校に行けない子
どもをもつ親同士の経験や悩みを共有する親の会も実施している。さら
に 5年前から鹿島学園高等学校（通信制）と提携。フリースクールに通
いながら、高卒資格を取れるのは県内でここのみ。これまでに40名の子
どもたちが通信制高校を卒業し、就職、進学の道へ進んだ。また郡山市
では学校に行っていない子どもたちが600名近くおり、2020年に郡山市
でもフリースクールをスタート、市外の子どもたちも通学している。設
立から寺子屋方丈舎を巣立った子どもたちは220名以上、子どもの社会
参画を支援し続け、未来のフリースクールのあり方を国へ提言する活動
も行っている。

理事長
江川　和弥

　
「民主的な学び」が社会を変えるために
　いま日本は、空前の少子化の中で不登校が増えフリースクールやオルタナティブス
クールで学ぶこどもたちが増え、10代の自殺が減らないという状況にあります。こど
もたちは本当に幸せに、未来をつくる勇気を小さい頃から手に入れているのでしょう
か？大人の都合で、ルールに縛られて、不安になったりしていないでしょうか？　
　公教育が「こども中心の学び」に変化していくまでに相当時間がかかることは容易
に予想ができます。では、私たちに何ができるのか？これからも「楽しい学び」を実
践していくことの繰り返しです。何かあの子たちは学校に行っていないけれど、楽し
そうに見える。いつも笑っているよね。この姿が私たちの理想です。
　生徒たちの学びは、教科学習からはじまり、旅やモノをづくり続けることにつながっ
ていきます。自分たちが考えた学びの実践を積み重ねることができれば、それが幸せ
につながると、私たちは信じています。
　福島県の会津地域では、全国のどこにも先駆けて過疎高齢化の波が襲っています。
課題の最先端にいます。多くの若者は10代後半になれば地域を出ていきます。しかし
2割の若者は地域に残る。都市を選ばないこの若者が、もっと自信を持って地域に住
み続けることができるような教育実践をしたいと考えています。本気の職業体験や、
事業化。政策提案など、彼らができることがこれだけあることを、もっと学びの中に
取り入れたいと考えています。
　もはや都市では、大きな変化を作り出す「余裕」も若者への機会の提供も少なくなっ
ています。私たちは、田舎だから実践できる学びとは何か？にもっとこだわりたいの
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です。そして、都市では得られない充実した日々。誰かに強制されることのない学び
の時間を過ごしてもらえればいいと考えています。フリースクールとは何か？それは、
課題の最先端で民主的に学び、考え行動し、失敗さえも喜びに変える場所になるとこ
ろでありたいと思っています。
　私たちは、この会津の地で育つ若者が、都市のために踏み台にされ、人材供給の場
になるようなことだけは避けたいと考えています。空き家や空き店舗、耕作放棄地も
財産です。楽しく活用して高齢者や障がい者まで大切な構成員となるコミュニティー
の中で、こども・大人問わず学びつづける学習システムの中核にいたいと考えています。

▲環境教育 薪でご飯を炊く（2014年） ▲子どもを暴力から守るトレーニング（スタッフ受講中）

▲世界フリースクール大会に参加して（2016年） ▲2024年 2 月 こども食堂事業（こどもの家）

▲2024年 3 月 ペナン島（マレーシア）でバティック染に挑戦 ▲プログラミング教室（寺子屋HANA）2023年 8 月

57



NPO 法人 日越ともいき支援会
東京都

　日本で働くベトナム人（技能実習生や留学生、特定技能）の職場での
待遇改善に働きかけ、突然の解雇や劣悪な労働環境下からの失踪者の保
護にも尽力、ベトナム人の命と人権を守る活動を通して、ともにいきる
社会の実現を目指す団体。失踪や解雇されるベトナム人技能実習生の背
景には、現地の送り出し機関、日本で受け入れる監理団体、企業、そし
て外国人技能実習機構の 4つが関係している。そこで起きる様々な相談
に、24時間対応し、代表の吉水慈豊さんはじめ、ベトナム人スタッフが
正確な聞き取りを行うとともに、不当な扱いへの証拠固めも教える。一
時保護が必要なベトナム人には、シェルターを用意し、食事の提供の他、
日本語教育や文化・マナーの指導、再就職の就労支援として、30社以上
の協力企業に繋げる。また、直接、企業と団体交渉が出来るUNIONも
設立し、スピーディーに労使交渉を解決に導いている。富山県にもあら
たなシェルターを開設、より多くのベトナム人を保護出来るようにした。
さらに毎月、勉強会を開催し、現役大学生や弁護士、専門家を集めて、
外国人労働者に関する必要な知識や法律、技能実習制度廃止について議
論する機会を提供した。日本人の学生主体の「ともいき青年部」では、
ベトナム人に人気のFBや TikTok を活用し、在日ベトナム人に有効な
情報発信も日々行っている。

代表理事
吉水　慈豊

　
『感想・今後の展望』
　この度、社会貢献者表彰を賜り、大変光栄に思っております。私のこれまでの活動
がこのように評価されたことに、喜びとともに驚きを感じています。日々、社会の一
員として何かしらの形で貢献したいという思いで活動を続けてまいりましたが、それ
がこのような形で認められたことに感謝の気持ちでいっぱいです。
　私の活動がここまで続けられたのは、決して私一人の力ではありません。これまで
支えてくださった多くの方々、特に活動を共にしてきた仲間たちや支援してくださっ
た方々のおかげです。この受賞は、彼らと共に成し遂げたものであり、心から感謝申
し上げます。また、社会の中で困難に直面している方々のために、より良い未来を作
る一助となることができたなら、それが何よりも大きな報いです。
　今後もこの表彰を励みに、より一層社会に貢献できるよう努めてまいります。特に、
外国人労働者や技術実習生といった、社会の中で支援を必要としている方々へのサ
ポートを引き続き行い、彼らが安心して生活できる環境を整えることを目指していま
す。また、これからの時代を担う若い世代の育成にも力を入れ、彼らが社会に貢献で
きる力を身につけるための支援を行っていきたいと考えています。
　さらに、今回の受賞を契機に、他の社会貢献者や支援団体との連携を強化し、より
広い範囲での活動を展開していくつもりです。ネットワークを広げることで、より多
くの人々が幸せに暮らせる社会の実現に向けて、今後も尽力してまいります。
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▲コロナ禍保護していた若者の朝食 ▲コロナ禍支援した若者たち

▲シェルターでの保護事業 ▲病気になってしまった技能実習生の帰国支援

▲技能実習生、妊娠出産支援 ▲コロナ禍食糧支援

▲愛媛の縫製実習生、残業未払いの転籍就労支援 ▲元技能実習生、ホームから転落して足を失ってしまった若
者の医療支援
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一般社団法人 ラ・バルカグループ 久遠チョコレート
愛知県

　障がい者雇用の促進と低工賃からの脱却を目指す夏目浩次さんが2012
年に設立した、チョコレート製造と販売などを行う法人。夏目さんは
2003年愛知県豊橋市に障がい者を雇用しパン工房（花園パン工房ラ・バ
ルカ）を開業。その後、チョコレートの製造に着目し、2014年に「久遠チョ
コレート」を創設、10年で全国60拠点にブランチを拡大し、障がい者の
全国平均賃金の約10倍を生み出した。夏目さんは、誰も置き去りにせず、
多様性のある凸凹でカラフルな社会を創り、障がい者の社会参加と自立、
所得アップを実現させている。全国のスタッフ730名のうち40~50％が短
時間しか働けない子育て中の女性や悩みを抱え仕事を続けるのが難しい
若者、LGBTQの当事者などで、全体の 5割以上障がいのあるひとたち。
個々のできることや得意なことを活かして働ける職場づくりをしてい
る。久遠チョコレートは、多くの名門チョコレートをプロデュースする
トップショコラティエの指導の下、素材を厳選し、妥協なく製造され、
福祉の事業としてではなく一流のチョコレートブランドとなることを目
指している。北海道から九州まで40店舗のフランチャイズが同じ理念で
経営されており、人気のご当地フレーバーチョコの開発にも力を入れて
いる。また全国に店舗が広がることで、夏目さんが実践する雇用の形を
広めていける。

代　表
夏目　浩次

　
　できることできないこと、いろんな凸凹違いがある。それが「人」です。
　表面的な物差しだけで、人が人を「できる」「できない」などと区分けし、誰かだ
けを置き去りにしていく社会や経済ではなく、まるでパズルを組み合わせるかのよう
に凸凹を見つめ、どうしたら共に成長していけるかを真剣に考えていく。
　そんなセンスある社会をつくるために、2014年から久遠チョコレートというブラン
ドを展開してきました。
　人に寄り添ってくれる魔法の素材であるチョコレートとの出会いや、トップショコ
ラティエの野口和男さんからの後押しを受けて、立ち上げから10年を迎えた2024年現
在、全国60の店舗や製造拠点で800名近い凸凹多様なみんなが日々活躍と奮闘を続け
てくれています。
　僕にとってはもがきの連続ですが、美味しいチョコレートをお客様に届けることで、
誰もがしっかりと「稼げる」場所、そして「誇り高い」場所にするという、それは決
して特別なことではないシンプルな挑戦を続けています。
　社会の中には、働きたくても働けない人、その挑戦をする選択肢を持つことができ
ない人がまだまだたくさんいます。
　人と人が支え合い、一人ひとりが向き合うこと。どんな人でもチャレンジできる選
択肢があり、活躍できる社会や経済であること。
　「そんなことは当たり前」にしたいだけです。すべての人には無限の可能性がある
と信じる社会にしたいだけです。
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　久遠チョコレートが一流のブランドになり、経済のど真ん中に入っていく。それは、
限りある資源を壊し、誰かを置き去りにし、窮屈感や閉塞感を抱えながら「成長を目
指す」これまでのあり方を問い直すことにつながると信じています。
　誰かや何かを批判するのではなく、「ちょっと立ち止まらないか」「大切なものを見
失うことなく、もう一度どういう成長があるべきなのかを見つめ直さないか」といま
の社会に問いかけたいと思っています。
　この度は、大変栄誉ある賞を賜り、私たち久遠チョコレート一人ひとりの働くこと
への思いや取り組みに目を向けていただけたことに、心から感謝申し上げます。
　また明日からももがき奮闘していきます。

▲テリーヌ スタンダード ▲2024年 バレンタイン催事（名古屋タカシマヤ）にて

▲チョコレートな人々 集合写真 ▲作業（テンパリング中）

▲QUONテリーヌカット ▲パウダーラボ フルーツカット
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.Style
山口県

　ひとり親が孤立せず、ひとつの家庭として自立できるように個別相談、
居場所やカフェ会の開催、生活支援など、当事者目線での活動を小西凡
子さんが中心となり山口県内で2017年に開始した。ひとり親や生活に困
窮する人が「仕事や収入がないことにより、社会に身の置き所がない事
が一番辛い」と感じていることを、キャリアコンサルタントの仕事を通
じて知った小西さんは、仕事を得て社会に必要とされることで自己肯定
感が上がり、生きづらさの解消になるのではと考え、フィナンシャルプ
ランナー、看護師、保育士、社会福祉士、精神保健福祉士、キャリアコ
ンサルタント、心理カウンセラーらと協働し、仕事の相談や、法律相談、
行政への橋渡しなどを行うことにした。.Style（ドットスタイル）の“ドッ
ト”が表すのはひとり親のことで、地域に点在している彼らが、孤立で
はなく自立を目指すこと、ひとり親がラベリングされない環境作りをと、
寄り添いを続けている。そんな中で、ひとり親の生きづらさの根底には
ジェンダーの問題があることに着目。生理の貧困という課題に取り組み、
山口市内の小中学校のトイレに生理用品を配置することに成功。今後は
ジェンダーの課題に取り組みながら、最終的にはひとり親が特別視され
ない世の中を目指している。

代　表
小西　凡子

　
　この度は、社会貢献者表彰の栄誉を賜りましたこと、心より感謝いたします。
　山口県に困窮家庭のこどもを支援する団体が立ち上がり、子ども食堂がスタートし
始めたタイミングで、ひとり親の当事者団体として、2017年にドットスタイルが誕生
しました。
　当時、スタッフは 4名。みんな未就学の子どもを抱え、大黒柱としてフルタイムで
働いていたので、活動の時間もとれず、何を「支援」と呼ぶのか、「社会課題」とい
う言葉すら知らず、他団体の見様見真似でなんとか活動をしていました。
　そのうちに私たちの活動を知った方から生活不安の相談を受けることが増え、コロ
ナ禍においては電気やガスといったライフラインが止まる家庭、その日の食べるもの
がないといった相談、社会からは見えづらいDVの相談も多く寄せられました。
　相談を受けるうちに、ひとつの疑問が沸き上がりました。相談に来るシングルマザー
はひとりとして怠け者ではなかった。なのに生活が困窮してしまうのはなぜか。
　働いていても低賃金であったり、非正規であるために人員整理で職を失ったり、劣
悪な待遇の中で心を病み働けなくなってしまったり。仕事とワンオペ育児で相談する
時間も繋がりもない。
　ひとり親の困窮の根には、ジェンダーの課題があります。多くのひとり親が専業主
婦やパートからいきなりシングルマザーになり、働いても低賃金、養育費ももらえず、
非正規で、働く力の蓄えもなく社会に放り出され、母親なのだから子育てはきちんと
と言われ、困窮していきます。このことから、2021年より女性支援を始めました。今
年からは性教育にも取り組みを始めました。
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　ドットスタイルのテーマは、「地域に点在するひとり親が孤立ではなく自立へ」です。
ひとり親や女性がきちんとひとりで立てるための支援を、これからも続けていきたい
と思います。
　また、この度の授賞式でご一緒した受賞者の皆様の活動が素晴らしく、この団体が
すべて山口県にあれば、誰ひとり取り残すことなく豊かなまちづくりができるのでは
ないかと感じました。
　社会貢献者表彰を受けた者の使命として、この授賞式で得たことを地域に持ち帰り、
地域の糧にしたいと思っています。

▲毎年年末に山口市の中山間地域「阿東」の特産品と新米を
田舎の親族からの宅急便のように送る事業を行っています

▲カフェ会の人気イベント「ネイリストによる爪の手入れ」
です。年末の癒しとして、喜んでいただいています

▲「生理用品の配布会（左）」は県の事業にもなり、 ２年間取り組みました
　その後は「生理サミット（右）」を開催するなどし、「生理の貧困」だけでなく、そこから体と心、性の課題に取り組んでいます

▲「孤立を自立へ」がテーマのドットスタイルらしく、ひとり
親や女性が性別役割に捉われず、イキイキと働き、手に職
をつけ、生活に困らないだけの収入を得られるように提案
型イベントを行ったものです

▲2020年の大晦日に、ひとり親だけでなく困窮した方を対象
に、おせち風のお弁当と年越しそばを山口市で100世帯、ほ
か県内 3市でも年越しのお弁当を配布しました
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NPO 法人 eboard
兵庫県

　2013年「インターネットで自由に学べる場所があれば、多くの子ども
たち、先生方にとって大きな力になれる」との考えから、NPO法人
eboard を立ち上げた。「誰でも、どんな環境にあっても学ぶことをあき
らめてほしくない」という思いから、義務教育課程を網羅した ICT教材
「eboard」を、公立学校や個人に無料で提供している。インターネット
上での学びの場所だけでは限界があることから、学びの困りごとを抱え
る子どもを支える活動や、子どもの学びを支える大人をサポートする活
動も行っている。障害や認知の特性、日本語能力などの要因で、学びづ
らさを抱えた子の学びを保障するため、ボランティアの力を借りて約
2,000本の映像授業に字幕をつける「やさしい字幕プロジェクト」を実施。
また主に不登校の子と関わる教育・学習支援現場のスタッフの方を対象
とした研修プログラム「eDojo（イー道場）」にも取り組んでいる。現在
ICT教材 eboard を使って、11,000校以上の教育現場で、毎月約20-30万
人の子が学んでいる。この次の時代の「学びのセーフティネット」をつ
くり、支えるため、今後も活動を続ける。

代表理事
中村　孝一

　
　この度は、長い歴史と栄誉のある賞を賜り、誠にありがとうございます。
　NPO法人 eboard は、「学びをあきらめない社会」をミッションとする団体で、
2023年12月に法人化から10年の節目を迎えました。公立学校およびご家庭でのご利用
には無料で提供する ICT教材 eboard は、私自身が当時勉強をサポートしていた子の
ために動画を撮り始めたことからスタートしたものです。当時はまだスマートフォン
やYoutube が本格的に普及し始めたころで、映像授業やデジタルドリル等は全く一
般的ではなく、「動画なんかで、まともに学べるわけがない」「誰もがパソコンで学ぶ
時代なんて、来るはずがない」と言われていました。
　事業としても赤字続きで、自分たちが作っているものの価値を、子どもたちの声だ
けを頼りに続けてきた活動ではありましたが、eboard を利用してくれる全国の子ど
も達、先生方の声に支えられ、ご利用いただく現場は、全国の学校や地域へと、少し
ずつ広がっていきました。その結果、現在では全国10,000カ所以上の学校・教育現場、
そしてご家庭に届くようになり、新型コロナにより日本全国の学校がストップした際
には、約100万人の子どもたちに学びを届けることができました。
　その一方、多くの現場で利用してもらうことにより、障害や言語、様々な障壁から
学びにアクセスできない子どもたちの存在を改めて認識することになりました。2,000
本の映像授業に、分かりやすく編集された「やさしい字幕」をつける取り組みは、こ
のような課題感から始まり、コロナ禍において、1,000人以上の方の力をお借りして
実現することができました。義務教育課程を広く扱った映像授業としては、日本で唯
一、字幕による学習機会を保障するものです。
　しかし、こうした学びの機会保障は、まだまだ十分なものとは言えません。この10
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年間で、不登校の小中学生は約2.5倍、特別支援学級に在籍する子は約 2倍に増加し
ています。様々な要因からくる学びづらさ、貧困、不登校、地理的要因などによって、
こぼれ落ちてしまう子を支える「学びのセーフティネット」を目指し、引き続き活動
を継続していきます。
　最後となりますが、今回の受賞は、日頃から活動を支援してくださる皆さま、そし
て全国の子ども達と学校関係者の皆さまのお陰であると心より感謝しております。本
当に、ありがとうございました。

▲学校での研修 ▲学校での利用

▲家庭での利用 ▲学校での利用

▲支援現場での利用 ▲やさしい字幕
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ブルーチーズ
福岡県

　福岡市を拠点に、視覚障がい者のために凸点で道路や駅などを示す、
地図「点図」を作るボランティア団体。2002年 9 月に発足し、現在は同
市近郊の会社員ら16名程が在宅での作業や週 1回集まり、コンピュー
ターを使って点字地図作りを行っている。その際、視覚障がい者も協力
し、使い勝手やわかりづらい点など、詳細まで確認しながら使いやすい
点字地図を作製する。点図は、県境や川や線路まで描写され、短縮文字
や点の大中小などを組み合わせた表示ルールを作って識別できるように
している。ブルーチーズで作る点図の特徴は、点図の横に墨字で実際の
地図も描かれており、迷って道を尋ねる際に、晴眼者も同じ地図を見て
コミュニケーションを取ることができる。また、道路地図だけでなく、
繁華街のグルメマップや災害時のハザードマップ、時刻表、動物園の園
内地図、星座の配置など、依頼に応じて地図化、点訳し、情報提供して
いる。特に記号化した用語の解説がついたハザードマップは避難時の注
意事項も書き添えられた、画期的な地図となっており、市でも採用され
ている。
�（推薦者：社会福祉法人 福岡市社会福祉協議会 ボランティアセンター 所長　小山　浩俊）

代　表
西岡　矩彦

　
　2024年 7 月28～29日、社会貢献支援財団からのご招待により、帝国ホテル東京で開
催された「社会貢献者表彰式典」の参列の栄にあずかりました。
　広い会場に、30団体の多数の方々が参列しておられるのにまず驚きましたし、また
この表彰式が61回にもなっていることにも驚きました。
　正面のスクリーンに、参加団体の活動内容が次々と紹介されるのをみながら、社会
に貢献している方々とその活動の多様さにも驚かされました。
　私も、福岡市のボランティアサークル「ブルーチーズ」の代表者として、財団会長
の安倍昭恵様から直接に表彰状を授かり感激いたしました。
　「ブルーチーズ」は、今から30年前に設立され、これまで様々な活動をしてきました。
視力障がい者の方々に、地図をはじめとした様々なものを点字翻訳する活動を続けて
きました。
　地図の翻訳としては、日本全体図をはじめとして、地方別地図、県別地図等や、さ
らにはヨーロッパや世界の国々の地図等を点字に翻訳しました。
　グループに参加している視力障がい者の方からの要望に応えて、近々行くのを楽し
みにしているオーストラリアや樺太等の地図も点訳しました。
　福岡市には13階建ての大きな「博多駅ビル」がありますが、このビルの各階別の入
居商店図を点訳した後、視力障がい者と手を組んで、 2フロアにわたるレストラン街
図の点訳を手にしながら散策した後、楽しく食事をしたのも忘れられない想い出です。
　これからも、一層精進して、様々な点訳活動に取り組んで、視力障がい者の方々の
ために尽力して参りたいと思います。
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▲視力障がい者へのガイド風景 ▲ハザードマップ

▲福岡市 7区のハザードマップと視力障碍者の校正風景 ▲ハザードマップの墨字プリント

▲パソコンによるハザードマップ作製 ▲ブルーチーズ活動風景
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一般財団法人 日本熊森協会
兵庫県

　こんこんと水が湧き出る森が消えるとき、すべての産業、都市が消え
る…
　日本熊森協会は、クマをシンボルとして、奥山生態系保全と復元に取
り組んでいる実践自然保護団体。日本を自然保護大国に、そしてクマの
棲む豊かな森を次世代へ繋いでいくための活動を27年間続けている。か
つての世界 4大文明は、豊かな水環境に恵まれ繁栄したが、水源であり
土壌を育む豊かな森を破壊したことによって荒廃の一途を辿り滅んで
いった。森を残し、全生物と共存しなければ、人間も生き残れない。生
きものに畏敬の念をもち、自然を大切に残してきた日本でも、戦後、自
然林を伐採してのスギ・ヒノキの拡大造林政策を進めたことや、乱開発
により、豊かな森は危機的な状況にある。そんな崩壊への流れを堰き止
めようと、豊かな自然を遺すために、荒廃した人工林を生きものの棲め
る自然林への再生する活動、クマの棲む奥山を買い取って守るナショナ
ル・トラスト、森林破壊の阻止、政策提言、環境教育などの実践活動を行っ
ている。欧米と比べて日本では自然保護団体の存在が希薄な中、全国に
29の支部があり、会員数は20,000人を超える。中山間地域に住む人たち
とも良好な関係を築き“動物たちに帰れる森を、地元の人々に安心を”
をスローガンに活動している。
� （推薦者：池田　幸生）

会　長
室谷　悠子

　
　この度は、すばらしい賞をいただき、当会の自然保護活動に光をあてていただいた
ことを心より感謝しています。
　私たちの自然保護活動は、人間の環境破壊により絶滅へと追いやられる生きものた
ちに心を痛めた中学生たちの活動から生まれました。中学生たちは、クマなどの生き
ものたちのつくる豊かな水源の森が、人が豊かに生きるために不可欠で、文明を支え
る基盤だと気づき、1997年に、市民の力を集め、豊かな森を再生・保全し、次世代へ
と遺していくために、日本熊森協会が設立されました。その後、実践をする自然保護
団体として、28年間に亘り、野生動物との共存や豊かな森の保全・再生の現場の最前
線で奮闘してきました。
　国土の 3分の 2が森林である日本ですが、戦後の拡大造林政策で自然林を伐採して
植えたスギ・ヒノキの人工林が放置され深刻な荒廃を引き起こしているだけでなく、
近年は地球温暖化などの影響により、わずかに残っている豊かな森の劣化が顕著です。
それに追い打ちをかけるように、莫大な利益を狙った内外の投資家による、奥山の森
林を大規模に破壊するメガソーラーや大規模風力発電施設建設を計画が乱立してお
り、日本の森林環境は悪化の一途をたどっています。当然、森に棲む生きものたちは
ますます追いつめられています。　
　たいへん厳しい状況で、このままでは次世代が豊かに生きるだけの自然を日本に遺
してやれないのではないかと絶望的な気持ちになることもありますが、奥山が豊かで
あることの意義を誰よりも知る自然保護団体として、奥山で今何が起こっているのか、
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事実を伝え、たくさんの方々とつながることにより、本当に自然を守ることのできる、
大きな活動に広げていきたいと思っています。
　表彰式に参加をさせていただき、分野は違えど、自分のためではなく、支援が必要
な方を支えるため、豊かな優しい社会をつくるために奔走されている他の受賞者のす
ばらしい活動にも感銘を受けました。活動は様々でも、その根底にある思いは共通す
るものもたくさんあることがわかり、同じ時に受賞をいただいたというご縁も大事に
したいと考えています。

▲クマ被害防除対策 動物をひそみ場をなくすための草刈り ▲イノシシ罠に誤捕獲されたツキノワグマを保護飼育中「とよ」

▲四国でクマ生息地を再生するために間伐し、ネットを張る ▲風力発電施設による自然破壊が起こる現場での研修会

▲環境教育 子どもたちに向けて授業 ▲全国再エネ問題連絡会 全国大会
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